
 

子
供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い 今

年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響

で
、
様
々
な
制
限
の

中
で
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
運

動
会
を
は
じ
め
、
多

く
の
行
事
が
中
止

と
な
る
な
ど
、
子
供

た
ち
の
楽
し
み
、
学

習
の
場
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、「
子

供
た
ち
が
不
安
定
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
「
学

校
の
活
気
が
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
鳴
鼓
っ
子
は
心
配
を
よ
そ
に

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
逆
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

明
る
く
、
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
仲
も
良
く
、
前
向
き
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
。」
行
事
等
が
無

く
な
っ
た
分
、
普
段
の
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
ゆ

っ
く
り
と
日
々
が
過
ぎ
、
落
ち
着
い
て
学
習
に
取

り
組
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
み
時
間
に
は
精
一

杯
遊
び
、
友
達
と
の
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。 

野
外
宿
泊
学
習 

九
月
三
十
日
・
十
月
一
日
に
、
五
年
生
が
野

外
宿
泊
学
習
に
諫
早
青
少
年
自
然
の
家
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
合
言
葉
は
「
伝
え
る
」「
協
力
」 

 
 「

笑
顔
」
で
す
。
学
年
・
学
級
の
絆
づ
く
り
と

集
団
と
し
て
の
力
を
磨
く
こ
と
を
め
ざ
す 

一
泊
二
日
で
す
。 

一
日
目
は
、
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
で
課
題
解
決

を
し
て
い
く
「
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
ゲ
ー
ム
」
を

行
い
ま
し
た
。
午
後
は
、「
沢
登
り
」
で
す
。

沢
の
水
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
協

力
し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
合
言
葉
ど

お
り
、
子
供
た
ち
は
チ
ー
ム
で
声
を
掛
け
合

い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
協
力
し
て
進
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夜
は
、「
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」

で
夜
の
自
然
を
感
じ
ま
し
た
。 

二
日
目
は
野
外
炊
飯
で
す
。
火
を
お
こ
し
、

飯
盒
で
米
を
炊
き
、
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
手
際
よ
く
で
き
ま

し
た
。 

こ
の
野
外
宿
泊
学
習
を
通
し
て
、
集
団
と

し
て
ひ
と
回
り
成
長
し
た
こ
と
が
、
日
々
の

学
校
生
活
の
中
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
来
年
は

最
高
学
年
と
し
て
学
校
を
引
っ
張
る
子
供
た

ち
で
す
。
こ

の
野
外
宿

泊
学
習
で

の
学
び
を

今
後
の
学

校
生
活
に

生
か
し
て

ほ
し
い
で

す
。 

  

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
・県
学
力
調
査 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
毎

年
四
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
は
、
全
国
的
な
実
施
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
か
ら
問
題
等
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
長
崎
県
で
は
七
月
に
長
崎
県
学
力
調
査
と
併

せ
て
実
施
し
、
各
学
校
で
採
点
、
集
計
し
た
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
参
考
資
料
と
し
て
平
均
点
等
の
情

報
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
県
平
均
と
比
較
し
た
本

校
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
実
施
学
年
及
び
教
科
〉 

○
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査 

 
 

 
 

六
年 

国
語
・
算
数 

○
長
崎
県
学
力
調
査 

 
 

 
 

五
年 

国
語
・
算
数 

六
年 

理
科 

鳴
鼓
小
学
校
の
状
況
は
、
五
年
生
、
六
年
生
と
も

に
、
国
語
、
算
数
は
、
県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

特
に
、
六
年
生
の
国
語
は
県
平
均
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
す
。
六
年
生
の
理
科
に
つ
い
て
は
、
県
平

均
と
同
程
度
と
い
う
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
五
・
六

年
生
と
も
に
、
国
語
で
は
、「
漢
字
の
書
き
取
り
」

な
ど
言
語
事
項
に
、
算
数
で
は
図
形
領
域
に
課
題

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鳴
鼓
小

学
校
の
全
体
的
な
傾
向
や
課
題
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
授
業
を
通
し
て
、
全
校
的
に
課
題
改
善

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 
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学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト 

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
例
年
、
年
度
末
に
回
答
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
に
も
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
年
度
内
の
改
善
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
情
報
端
末

で
の
回
答
と
い
う
こ
と
で
、
回
答
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
約
九
十
二
％
の

保
護
者
の
皆
様
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
保
護

者
の
皆
様
の
、
学
校
へ
の
関
心
の
高
さ
、
期
待
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
、
職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
特
徴
的
な
項

目
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

良
か
っ
た
点
は
、「
子
供
は
、
学
校
へ
楽
し
く
行

っ
て
い
る
」
「
子
供
は
授
業
が
楽
し
い
と
言
っ
て

い
る
」
の
評
価
が
昨
年
度
末
の
結
果
よ
り
向
上
し

た
こ
と
で
す
。
学
校
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
居

心
地
の
良
い
場
所
で
あ
り
、
学
び
の
場
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
１
」「
２
」
の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
昨
年
度
同
様
、
厳
し
い
評
価
と
な
っ
た
の
は
、

「
五
つ
の
し
お
り
」
の
項
目
に
つ
い
て
で
す
。「
挨

拶
」「
返
事
」
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
改
善
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
子
供
た

ち
の
「
挨
拶
」「
返
事
」
が
本
物
で
は
な
い
証
拠
で  

す
。「
挨
拶
」
と
「
返
事
」
に
つ
い
て
は
、
子
供
た
ち

に
絶
対
に
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
、
地

域
で
も
、
全
て
の
大
人
が
子
供
た
ち
に
、
挨
拶
す
る

姿
、
返
事
を
す
る
姿
を
求
め
、
併
せ
て
手
本
と
な
る

行
動
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
改
善
で
き
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
、

子
供
た
ち
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

な
づ
み
っ
け
ノ
ー
ト 

 

授
業
の
在
り
方
を
職
員
に
伝
え
る
際
に
、「
子
供
た

ち
自
身
が
、
今
日
の
学
習
、
今
の
学
習
で
何
を
学
び
、

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
言
え
る
授
業
を
目
指

そ
う
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
鳴
鼓
小
で
は
「
学
び
の

自
覚
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
教
え
る
側
に
と
っ

て
も
、
学
ぶ
側
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。 

そ
こ
で
、
二
学
期
か
ら
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
家

庭
学
習
に
「
な
づ
み
っ
け
ノ
ー
ト
」
の
取
組
を
始
め
ま

し
た
。
簡
単
に
言
う
と
復
習
ノ
ー
ト
で
す
。
今
日
の
授

業
を
思
い
出
し
、
言
葉
に
表
す
学
習
で
す
。
お
家
で

も
、
と
き
ど
き
「
今
日
、
何
を
勉
強
し
た
の
？
」
と
尋

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
算
数
」
、「
面
積
」、「
忘
れ
た
」

と
答
え
る
の
で
は
な
く
、「
三
角
形
の
面
積
の
求
め
方

を
勉
強
し
た
よ
。
付
け
足
し
た
り
、
切
っ
て
動
か
し
た

り
し
て
、
長
方
形
の
形
に
す
る
と
面
積
が
求
め
ら
れ

た
よ
。」
と
答
え
ら
れ
る
鳴
鼓
っ
子
に
育
て
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

十
一
月
の
主
な
行
事 

三
日
（
火
） 

文
化
の
日 

五
日
（
木
） 

研
究
発
表
会
（
授
業
学
級
以
外 

十
二
時
十
五
分
下
校
） 

十
日
（
火
） 

委
員
会
活
動 

十
六
日
（
月
）
～
二
十
四
日
（
火
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳴
鼓
っ
子
の
心
を
見
つ
め
る
教
育
週
間 

十
六
日
（
月
） 

全
校
朝
会
、
授
業
参
観
・
懇
談
会
（
三
年
） 

十
七
日
（
火
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
・
メ
デ
ィ
ア
安
全
指
導
（
四
年
） 

十
八
日
（
水
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
五
年
） 

              

メ
デ
ィ
ア
Ｏ
Ｆ
Ｆ
週
間
（
～
二
十
四
日
） 

十
九
日
（
木
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
六
年
） 

二
十
日
（
金
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
二
年
）
メ
デ
ィ
ア
講
習
会
（
六
年
） 

二
十
三
日
（
月
） 

勤
労
感
謝
の
日 

二
十
四
日
（
火
） 

授
業
参
観
・
懇
談
会
（
一
年
） 

二
十
七
日
（
金
） 

全
校
集
会
（
少
年
の
主
張
発
表
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

フ
ッ
化
物
洗
口
・
歯
磨
き
開
始 

※ 

十
一
月
五
日
（
木
）
は
お
弁
当
の
日
で
す
。 

 

鳴
鼓
っ
子
の
心
を
見
つ
め
る
教
育
週
間 

 

十
一
月
十
六
日
（
月
）
～
二
十
四
日
（
火
）
を
「
鳴
鼓

っ
子
の
心
を
見
つ
め
る
教
育
週
間
」
と
し
て
、
終
日
、
学

校
を
公
開
し
ま
す
。
授
業
参
観
は
、「
生
命
尊
重
」
等
に

つ
い
て
の
道
徳
の
授
業
と
し
、
保
護
者
の
皆
様
と
共
に

考
え
る
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

参
観
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
に
つ
い

て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 


